
 

検討テーマ 準備会会員からの意見等 

 

目的 

 ２つの協議会があるが互いの意見交換の場がない。会議が全体の意見の集約

になるのではないか。 

 生田緑地管理運営協議会との違いは。 

 管理運営協議会で自然系の情報を共有できないという部分などが、発展的に

良い方に向けばよい。 

 唯一の会議にすることに賛成。ひとつのあるべき姿に向かって取り組みをす

る段階で考え方のベクトルが違うと到達までに時間がかかるので、新たな組

織を作る方がよいのではないか。 

 大都市圏にあり、自然も残っていて、文化施設もたくさんあり、市民団体も

多数関わっている緑地（公園）は全国でも珍しい。マネジメント会議が立ち

上がれば日本で初めてではないか。 

 多様な主体が参加し、マネジメント会議をつくり上げるが、どういった「位

置づけ」になるか不安。 

 生田緑地を良くすることは地域を変えることになるが、対応、対処が伴って

いないのに大丈夫か 

 住民の声を聞きながらやっていかないと架空の話しになってしまう。 

 行政に任せるのではなく、我々の意見一つ一つが実っていくようにしたら良

い。 

 我々の知恵と努力で生田緑地を将来にわたり維持していくという大事なテー

マを会議で決めることは賛成。 
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 会議は「管理」「運営」「整備」とどのように関わるのか。 

 会議の関わる範囲が「運営」に偏重している。整備（自然整備）に関わる範

囲が過小な感じがする。 

 会議の関わる範囲を生田緑地全てにしない理由はなにか。 

 議題はだれが決めるのか。 

 会議の役割は？生田緑地の管理は指定管理者と川崎市ではないのか。 

 「イベント運営」に関わるとはどういう方法で関わるのか。 

 会議ではどのような内容を話すのか。 

 運営の中に、各施設を相互に関連付けた利用のルールづくりも含まれるか。

 生田緑地へのアクセスも含めた商業施設の回遊性についても話し合ってほし

い。 

 唯一の会議をつくるなら、自然にかかわることについては決めたことが守ら

れるようにしてほしい。 

 会議の権限と責任範囲は。 

 会議で決まったことはどのような実効性があるのか。 

 最終的に会議ができることは。 

 会議での合意事項は誰が担うのか。 

これまでの御意見等 

第 4回生田緑地マネジメント会議 準備会資料（12/03/16）



 

かかわる範

囲・役割 

 会議での意見が集約され、指定管理者に伝わるようなしくみにすべき。 

 運営については自然保護を目的としたり、あるいは自然を保護しながら使い

やすい形にしていくといった、ひとつの主体的なものを作り上げていかない

と、幅広い考え方はまとまらないと思う。行政が主導を取り、意見集約しな

がら議論できるようにしないと難しいと思う。 

 行政の視点でトータル的に考えてもらいたい。専門家が方向性を持った上で、

会議のメンバーや団体の活動につながっていくなら賛成。 

 「運営」（イベント的なもの）の議論に偏重しているのでは、自然環境（生田

緑地の実態）の調査と守り続ける活動をもっと重視してほしい。 

  

会員 

 

 公募で、出席すると言った団体だけで会を構成するのはバランスが欠けるの

ではないか。 

 団体等に属していない“ただの市民＝利用者゛の声を聞く方策をするべき。

 公園を使って大きなイベントをやりたいという人もいる（企業など）。 

 企業等はどのようなかたちで参加するのか。 

 生田緑地に関係のない団体にも働きかけて何か生み出せるとよい。 

 消防、警察関係は入らないのか。 

 大学生や子育てママの参加はないのか。 

 聖マリアンナの事務方の人などに参加してほしい。 

 緑化センターや多摩川で活動している団体とも連携できそう。 

 青少年科学館で活動するボランティア団体にも入ってもらいたい。 

 指定管理者と会員の連携。 

 環境保護団体、近隣企業のメセナ的取組みなどの意見は聞けるのか。 

 

運営体制 

 部会をつくる方がよい。 

 年１～２回の形だけの会議ではなく実働性のある会議にしたい。（部会で皆で

なにかする等） 

 目的別に話し合う機会はあるのか。 

 テーマごとに話し合う場と全体会の 2本立ての必要がある。 

 興味を持った団体を引き込む機会はあるか（イベント、オープン会議など）。

 多数の団体が関係しているが、意見をどのようにまとめるのか。 

 運営主体は誰が担うのか。 

 会議を支える事務局、コーディネーターはビジターセンターなどに常駐する

とよい。 

 コーディネーターの役割は。 

 ２つの協議会はなくして、個々の団体として参加するのがよい。 

 

 
 


